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2. インタ一口イキン－ 2 を用いたキラーリンパ球
の誘導による肺癌治療





することが知られているため 肺癌に対する IL- 2 を用
いた治療の前提としてまず in vitro 条件での検討を行っ
た。 IL- 2 の末梢血リンパ球に対する活性化能は遠隔転
移を有する肺癌患者であっても保たれていること，肺癌
の進展局所である癌性胸膜炎による悪性胸水に含まれる























表 1. IL- 2 による癌性胸膜炎の治療成績
治療方法 症例数 著効 有効 無効
interluk-2 
単独 35 13 (37%) 6 (17%) 16 (46%) 
＼ ω／ 
キラー細胞併用＊ 4 1 (25%) 3 (75%) 0 (0%) 
"-. 109 〆
ホex vio で培養した2.5-1.6 ×109 個を併用投与
45 
する局所療法の臨床効果を示す。全国共同研究で肺癌に
合併した癌性胸膜炎に対し IL- 2 を連日 14 日間胸腔内に
投与したところ，癌性体腔液に対する効果判定にて35 名
中著効13 例37% ，有効 6例17% ，合計で奏効率54% の結









(quality of life ）の改善はもたらしたが，全身化した肺
癌の進展に対しては無効であった。表 2 に世界で行われ
た IL- 2 の全身投与の成績を示すが よい治療効果は得










ることが明らかとなった6）。例えば IL- 5 などのサイト
カインは好酸球の増加を介して capilry leak syndrome 
などの重篤な副作用の原因になる可能性があり，また，
IL-10 などの Type 2 サイトカインは細胞性免疫に対し
抑制的に作用する可能性が考えられ（図 3 ），キラー誘
表 2. IL- 2 全身投与による治療成績
author other agent (s) response/patients journal 
West IL-2 alone 1 PR 5 N Engl J Med 316 : 898, 1987 
Rosenbrg LAK cells,*IFN －α 。7 An Surg 210: 474,1989 
Kradin TIL cels* 。1 Lancet 15: 7,1989 
Yang TNF －α 1 PR 16 Cancer Res 51 : 369,191 
Janse lFN －α 。1 J lmunother 12 : 70, 192 
Scudelti l-2 alone 2 PR 8 Cll 37 19,193 
Lisoni melatoni 2 PR 9 Eur J Cancer 29 A : 185, 193 
Ardizoni IL ・2 alone 。1 Cancer 73 1353, 194 
Schiler TNF －α 。15 Am J Clin Oncol 18: 47,195 
* lymphokine-actived kiler cels 
** tumor-infiltrating lymphoctes 
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vitro 条件における IL- 2およびIL-15 のサイトカイン誘
導能を比較した。 IL- 5産生に関する検討では， Iし 2が
肺癌患者末梢血リンパ球からその産生を誘導するのに対
し， IL-15 による活性化はIL- 5産生を伴わなかった9）。




とも IL-12, IL-15 はin vitro では肺癌患者のリンパ球に
対しても活性化能力を有していることが確認され（表3)'
しかもそれらを適切に併用することにより IL- 2治療で
















































報告者 報告年 対象疾患 対象症例数 投与経路 活性化物質 臨床効果
Stevnso HC 1987 大腸癌腹膜転移 5 腹腔内 IFN-y （安全性の検討）
Andresn R 190 種々の進行癌 8 静脈内 IFN-y 効果なし
癌性腹膜炎 7 腹腔内 IFN-y 2 例で、腹水消失
195 大腸癌等の肝転移 7 肝動脈内 IFN-y 効果なし
197 大腸癌等の進行癌 9 静脈内 IFN-y+ LPS 1 OS 
Faradji A 191 癌性腹膜炎 9 腹腔内 liposmal MTP -PE （安全性の検討）
191 非小細胞肺癌 11 静脈内 IFN-y （安全性の検討）
Lopez M 192 メラノーマ等の進行癌 12 静脈内，腹腔内 IFN-y 1 PR, 2 DS 
196 大腸癌 15 静脈内 l円、4・Y 3 OS 
LPS lipolysacharide, liposmal MTP-PE muramyl dipetide anlogue 
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